
り
、
こ
れ
は
相
手
を
見
下
げ
て
対
等
以
下
に
得
噂
す
る
表
現
法
に
な
る
。

l

・

・

l

1

1

　

／

し

○
ユ
タ
カ
モ
イ
ッ
テ
ヨ
ッ
タ
m
。
（
弟
の
ゆ
た
か
も
行
っ
て
た
よ
。
．
）
小

女
1
中
・
女

∵

○
ド
ジ
ョ
ー
マ
デ
タ
ベ
テ
ヨ
ル
ワ
。
（
ど
じ
ょ
う
ま
で
金
魚
の
餌
を
食
べ
て

る
わ
い
。
）
小
・
男
（
ひ
と
り
ご
と
）
　
（
動
物
、
無
生
物
に
対
し
て
も
用

い
る
こ
と
は
「
～
m
ル
」
と
同
じ
。
）

更
に
「
ま
ル
」
よ
。
も
も
っ
▼
と
混
下
げ
た
卑
蔦
の
気
持
の
表
現
に
は
丁

テ
ヤ
ガ
ル
」
が
用
い
ら
れ
る
。

○
ヨ
刈
′
功
可
引
チ
彗
ツ
司
刊
ガ
一
ル
。
老
㌧
男

周
「
～
テ
ク
ダ
レ
ル
」

い
わ
ゆ
る
評
語
の
気
符
を
表
甥
す
る
場
合
に
用
い
る
補
助
動
詞
で
あ
っ

て
、
汚
用
は
下
一
段
吟
で
あ
り
、
奥
通
語
の
「
～
て
下
さ
る
」
に
あ
た
る
。
こ

れ
も
本
来
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ク
ダ
レ
ル
」
．
（
下
さ
る
の
意
）

が
助
詞
「
テ
」
に
熱
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

1

．

1

　

′

－

、

．
〇
ソ
ノ
エ
ン
ピ
ッ
ダ
レ
ガ
ク
ダ
レ
タ
。
中
・
女
1
小
・
女
（
母
1
娘
）

○
オ
到
イ
チ
ヤ

ン
ガ
ツ
ク
ッ
ラ
ク
ダ

レ
タ
ン
ヤ
。
小
・
男
1
中
・
女

右
の
他
「
～
テ
オ
ク
レ
ヤ
ス
」
　
（
「
～
ト
ク
レ
ヤ
ス
」
）
　
の
よ
う
に
、
「
ヤ

ス
」
と
融
合
し
た
形
が
用
い
ら
れ
る
。
、
－
．

〇
モ
り
オ
4
H
の
月
刊
ス
。
（
も
う
お
か
ま
い
な
く
、
そ
の
吏
ゝ
に
し
て
お

い
て
下
さ
い
。
）
老
・
女
1
中
・
男

こ
の
場
合
は
高
い
敬
意
の
表
現
と
な
る
。
右
の
ほ
か
、
謙
琵
語
と
し
て
は
、

申
す
、
致
す
、
参
る
等
の
動
詞
が
補
助
動
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る

が
、
共
通
語
に
比
し
、
特
に
変
っ
た
点
も
見
当
ら
な
い
の
で
、
省
酪
す
る
。

注
H
岐
阜
地
方
で
は
「
～
ヨ
ル
一
を
進
行
態
に
用
い
る
と
い
わ
れ
る
。
（
「
方

言
学
講
座
」
第
一
巻
一
一
四
．
へ
、
金
田
一
氏
）
　
し
か
し
当
地
方
言

で
は
進
行
態
を
あ
ら
わ
す
場
合
に
は
「
～
テ
ヨ
ル
」
と
な
る
。

注
臼
「
名
古
臣
地
方
で
は
、
暫
カ
ッ
セ
ル
は
親
し
み
を
も
た
な
い
人
に
対

す
る
l
尊
敬
の
表
現
で
、
冒
カ
ン
ス
ま
た
は
琶
キ
ャ
ー
ス
ほ
規
し
み
を

も
っ
た
人
に
対
す
る
尊
敬
の
表
現
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
」
　
（
「
方

言
学
講
座
」
第
一
巻
一
一
四
．
へ
、
金
田
一
氏
）
と
言
わ
れ
る
が
、
当

地
方
言
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
。

（
滋
賀
・
彦
根
東
高
校
教
諭
）

－20－－

伊
勢
白
子
方
言
に
お
け
る
「
～
ル
」
待
遇
法
に
つ
い
て

．

．

－

白
子
方
言
の
中
む
こ
、
左
の
よ
う
な
一
種
の
待
遇
法
が
あ
る
。

○
ソ
コ
　
可
利
明
ナ
ト
　
オ
モ
h
」
ツ
タ
ヤ
ケ
ド
　
可
夕
　
刊
刊
ヤ
ン

マ
4
タ
チ
ガ
　
ハ
可
　
カ
う
ノ
チ
キ
ル
デ
。

ワ
。
オ

佐

虎

．
男

そ
こ
を
修
繕
し
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、
ま
た
（
今
度
も
）
で

き
な
い
わ
。
あ
ん
た
た
ち
が
早
く
帰
っ
て
お
行
き
だ
か
ら
。
（
初
老
女
1
む
す

こ
た
ち
）

tosho-seibi-repo
長方形



○
ド
ズ
キ
ン
　
ナ
・
．
ソ
ン
ナ
　
バ
ン
ド
ソ
　
再
ソ
ド
ン
。

た
た
か
な
い
で
よ
・
そ
ん
な
に
ど
ん
ど
ん
ど
ん
ど
ん
と
。
石
老
女
l
・
小
女
）

○
ド
4
イ
　
イ
キ
ル
。

ど
こ
へ
行
っ
て
？
（
初
老
女
1
娘
）

○
オ
マ
ン
ワ
　
日
日
4
引
4
ル
イ

あ
ん
た
は
ど
う
思
っ
て
7
（
初
老
女
1
む
す
こ
）

○
オ
マ
4
タ
チ
ガ
　
オ
引
ル
サ
カ
イ
ー
一
。

あ
ん
た
た
ち
が
（
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
）
お
い
で
だ
か
ら
よ
。
（
老
女
1
小
・

、
男
女
た
ち
）

○
司
刊
ン
皇
ガ
　
4
－
テ
　
日
日
・
可
リ
ル
。

自
転
車
が
な
く
て
ど
う
す
る
つ
も
り
？
（
初
老
女
1
青
女
）

＼
ノ

こ
れ
ら
「
カ
エ
ッ
チ
キ
ル
（
I
カ
エ
ッ
チ
　
イ
キ
ル
）
」
「
ド
ズ
斉
ソ
T
ド

ー
ズ
キ
ル
）
」
「
イ
キ
ル
」
「
オ
モ
イ
ル
」
「
オ
イ
ル
」
「
シ
リ
ル
」
に
見
ら
れ

る
丁
ル
」
は
・
主
と
し
て
中
年
以
上
の
女
性
に
行
な
わ
れ
、
主
と
し
て
自
分

よ
り
年
下
の
、
そ
れ
も
子
と
か
孫
と
か
い
う
身
内
の
者
、
あ
る
い
▼
ほ
ど
く
親
し

い
近
隣
の
年
下
の
者
に
対
す
る
も
の
言
い
の
中
に
聞
か
れ
る
、
親
し
み
を
あ
ち

わ
す
一
踵
の
待
遇
法
で
あ
る
。

二

当
地
の
待
遇
表
現
諸
法
の
ぅ
ち
で
、
丁
ル
」
待
遇
法
の
占
め
る
位
置
を
み

る
た
め
に
、
い
わ
ゆ
る
尊
敬
語
法
だ
け
を
列
挙
す
れ
ば
、
一
左
記
の
よ
う
で
あ
る
」

順
序
は
、
尊
敬
か
ら
親
愛
へ
．
、
敬
意
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
へ
の
、
お
お

よ
そ
の
序
列
を
元
す
。

山
○
ミ
完
（
「
I
て
ヾ
、
エ
ル
」
と
滝
・
上
品
）

．
　
〇
～
ナ
サ
ル
｛
上
品
）
、

≡

こ
の
丁
ル
」
待
遇
法
は
、
す
べ
て
の
動
詞
に
つ
い
て
実
現
す
る
軒
の
か
ど

う
か
。
現
実
に
は
、
す
べ
て
の
動
詞
が
自
由
に
こ
れ
に
あ
ず
か
る
と
は
い
え
な

い
よ
う
で
あ
る
。
四
段
動
詞
に
つ
い
て
は
相
当
の
数
の
吾
を
か
ぞ
え
う
る
が
、

上
一
段
・
下
一
段
の
動
詞
に
つ
い
て
は
、
前
掲
例
の
ほ
か
に
「
食
ベ
リ
ル
」
「

受
ケ
リ
ル
」
を
聞
い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
、

．
四

こ
の
こ
と
と
も
閑
還
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
左
の
よ
ト
な
命
令
・
勧
・

奨
の
表
現
で
あ
る
。

1

1

】

l

～

1

「

7

1

－

－

－

・

・

・

－

　

－

・

1

1

H

1

－

－

－

－

弓

・

・

－

・

1

1

1

・

1

・

H

－

・

・

イ

I

t

1

1

1

1

1

－

1

H

l

l

J

H

 

I

・

・

－

1

バ

ー

ー

√

－

・

・

1

1

H

．

－

け

H

ユ

・

1

・

1

－

1

－

．

．

．

H

l

l

l

1

1

○
～
ナ
シ
て
（
こ
の
形
の
み
・
上
品
）

○
～
レ
ル
・
「
ラ
レ
ル
（
上
品
）

○
～
ナ
ハ
ル
（
や
や
上
品
）

○
オ
イ
デ
ル
（
「
－
て
オ
イ
デ
ル
」
と
も
・
や
や
上
品
）

O
．
コ
ザ
ル
（
「
～
て
ゴ
ザ
ル
」
と
も
）

○
～
て
ヤ
（
い
わ
ゆ
る
「
て
」
敬
語
法
）

宅
”

○
～
ナ
ル

倒
○
～
サ
ル
・
－
ヤ
サ
ル

O

r

ハ

ル

・

～

ヤ

ハ

ル

脚
◎
－
ル
（
こ
れ
が
今
と
り
あ
げ
て
い
る
も
の
）

○
～
ヤ
レ
（
こ
の
形
の
み
・
下
品
）

右
の
う
ち
・
餌
は
主
と
し
て
他
称
に
関
し
て
あ
ら
わ
れ
、
畑
は
対
称
（
聞
き

手
）
に
関
し
て
の
み
あ
ら
わ
れ
る
と
い
ぅ
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ

う
0

一・21一



○
ハ
ヨ
・
月
刊
ン
。
て1
4
ラ
イ
デ
。

卓
ぐ
行
き
な
′
．
ね
、
．
お
利
口
だ
か
ら
。
（
初
老
女
1
孫
）

○
マ
タ
ブ
ー
「
ヅ
ト
オ
ィ
ン
。

ま
た
ぶ
ら
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
（
青
女
1
同
）

○
ハ
ヨ
オ
キ
リ
ン
。

早
く
起
き
な
さ
い
。
（
青
女
1
妹
）

○
ハ
ヨ
剥
引
1
、
ハ
可
－
。

早
く
寝
な
さ
い
よ
、
早
く
。
喜
女
1
父
）

○
習
当
タ
l
可
リー
1
4
ァ
J
y
I
タ

l
。
．

明
計
し
な
よ
。
明
日
。
（
育
男
ト
妹
）

こ
の
表
現
の
使
用
層
は
厚
く
、
子
供
か
ら
老
人
に
ま
で
及
ぶ
。
男
女
の
別
な

く
、
自
分
よ
り
年
下
の
者
に
対
し
て
も
年
上
の
者
に
対
し
て
も
、
親
し
い
問
が

ら
か
ち
ば
、
．
よ
く
あ
ら
わ
れ
る
。
た
だ
、
男
ど
う
し
の
問
で
は
あ
ら
わ
れ
に
く

い
。
男
こ
と
ば
と
し
て
は
、
「
行
こ
「
来
イ
」
「
起
キ
こ
「
寝
ヨ
」
「
セ

ー
」
な
ど
の
命
令
形
が
ふ
さ
わ
し
い
と
の
感
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
か

ら
∵
こ
れ
は
や
さ
し
さ
の
あ
る
女
性
的
な
も
の
言
い
と
は
言
う
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
命
令
勧
奨
の
形
は
、
す
べ
て
の
動
詞
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
か
ど
．
う
か
・

「
～
ル
」
に
比
べ
る
と
、
か
な
り
広
く
自
由
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、

、
ノ
上
一
段
下
一
段
動
詞
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
限
り
が
あ
っ
て
、
無
制
限
と
は
言

い
か
ね
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
問
題
の
「
～
ル
」
と
、
「
行
キ
ー
」
「
シ
リ
ー
」
な
ど

命
令
勧
奨
の
形
と
の
問
に
は
、
か
な
り
大
き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
、
終
止
形
対

命
令
形
と
い
う
ど
と
き
関
係
を
単
純
に
認
め
る
の
は
危
険
な
よ
う
に
思
う
。

た
だ
、
言
語
形
式
上
か
ら
は
、
．
両
者
の
問
に
明
ら
か
な
対
応
関
係
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
表
示
す
れ
ば
、

四
　
段
　
行
キ
ル
▼
　
↑
l
　
行
キ
ー
（
「
行
キ
」
と
も
「
行
キ
ン
」
と

も
）上

一
段
・
オ
イ
ル
　
　
†
－
▼
オ
イ
ー
（
「
オ
イ
ン
」
と
も
）

起
キ
リ
ル
　
▲
・
－
・
、
起
キ
リ
ー
（
「
起
キ
リ
ソ
」
と
も
）

下
一
段
　
寝
リ
ル
　
ー
1
　
寝
リ
ー
（
「
寝
リ
ン
」
と
も
）

．
サ
　
変
　
シ
リ
ル
　
ー
ー
▼
　
シ
リ
ー
（
「
シ
リ
ン
」
と
も
）

カ
変
の
命
令
の
形
は
「
コ
イ
」
の
み
で
、
「
キ
ー
」
や
「
キ
リ
ー
」
な
ど
は

な
い
（
や
さ
し
い
言
い
か
た
は
「
オ
イ
ー
」
－
「
オ
イ
ン
こ
。
こ
れ
に
対
応
し

て
　
カ
変
の
「
～
ル
」
表
現
（
「
キ
ル
」
あ
る
い
は
「
キ
リ
ル
」
と
な
る
に

ず
）
は
存
l
し
な
い
。

こ
の
対
応
蘭
係
に
つ
い
て
町
連
用
形
と
の
対
応
を
も
考
え
て
み
る
の
で
あ

る
が
、
当
方
言
で
は
、
四
段
動
詞
に
こ
そ
、
そ
の
連
用
形
、
例
え
ば
「
行
キ
」

は
存
し
て
む
、
そ
の
他
の
種
類
の
動
詞
に
は
、
「
起
キ
ぢ
」
　
「
寝
リ
」
　
「
シ

ヱ
の
ど
と
き
連
用
形
は
存
し
な
い
か
ら
、
動
詞
達
用
形
と
の
統
一
的
な
対
応

関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
・
右
に
「
オ
イ
ル
」
「
オ
イ
」
」
を
上
一
段
の
項
に
掲
げ
た
の
は
、
「

お
居
ル
」
と
解
し
た
か
ら
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
の
で

あ
る
。
ま
ず
形
の
う
え
で
、
．
同
じ
上
一
段
動
詞
の
　
「
起
キ
ジ
ル
」
「
起
キ
リ

ー

イ

　

　

　

　

　

′

つ

ー
」
な
ど
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
「
お
居
り
ル
」
　
「
お
居
リ
ー
」
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
か
つ
ま
た
、
こ
れ
だ
け
が
「
お
し
を
冠
し
て
い
る
と
す
る
の
も
、
も
う

ひ
と
つ
釈
然
と
し
な
い
。
一
さ
ら
に
意
味
の
う
え
で
も
、
例
え
ば

○
可
タ
．
フ
一
う
ノ
ト
　
オ
引
ン
。
（
前
出
）

O
h
㍉
り
ー
ィ
。
行
っ
て
取
っ
て
ら
っ
．
し
ゃ
い
。

22



0
7
1
円
り
イ
　
リ
洗
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
な
。

′
つ

の
よ
う
な
の
に
、
「
～
て
お
居
」
．
と
解
す
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
～
て
オ
イ
ヂ

」
式
の
も
の
と
解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
方
言
に
は
、
し
ぼ
／
＼

用
法
の
自
至
芸
責
・
転
用
が
あ
る
よ
づ
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
と
断
定
は
し
か

ね
る
。
い
ま
は
決
し
か
ね
る
ゆ
え
、
待
遇
上
の
同
根
性
と
い
う
こ
と
で
か
り

に
l
達
の
も
の
と
し
て
こ
こ
に
掲
げ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

′

五

上
完
述
べ
て
き
た
も
の
は
、
当
該
事
象
と
、
そ
れ
に
関
達
す
る
事
象
の
費
し

い
霞
告
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
甘
丁
ル
し
な
る
形
は
、
い
っ
た
い
何
も

の
で
あ
ろ
う
。
い
ぜ
ん
疑
問
が
残
る
。
通
時
論
的
な
解
明
が
待
た
れ
る
。

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

、

．

琵
垣
契
氏
の
「
連
用
形
か
ら
達
成
さ
れ
た
終
止
形
、
お
雷
キ
る
　
お
琴
、
、
る

お
泣
キ
る
等
は
、
京
言
葉
独
特
の
も
の
だ
が
、
「
お
し
を
冠
せ
ず
に
は
使

わ
な
い
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
」
　
（
『
京
言
琵
』
一
七
五
．
へ
∴
圏
点
蟹
老
）
と

の
お
説
を
拝
見
す
る
と
、
こ
の
日
子
方
言
の
「
～
ル
」
生
成
存
立
の
過
程
は
、

京
言
葉
ほ
ど
に
単
純
で
は
な
く
、
そ
う
と
う
複
雑
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
九
六
！
一
、
一
一
、
一
九
）

（
広
島
・
国
泰
専
高
校
教
諭
）

内

英

和
歌
山
県
に
お
け
る
二
段
活
用
動
詞
の
残
存
に
開
t
て

和
歌
山
県
に
は
動
詞
の
二
段
活
用
形
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
（
終
止
形
が
達

線
形
に
綴
せ
ら
れ
た
形
で
は
あ
る
が
）
は
、
方
言
学
上
注
目
す
べ
き
事
実
で
は

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ど
ん
な
動
詞
が
ど
れ
く
ら
い
残
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
少

し
報
告
し
た
㌧

二
段
動
詞
残
存
の
地
域
は
、
和
歌
山
県
の
中
部
に
位
置
す
る
日
高
郡
を
中
心

と
し
て
、
南
に
隣
接
の
西
牢
姿
郡
の
北
半
分
と
、
北
に
隣
接
の
有
田
郡
と
海
草

の
一
部
、
都
賀
・
伊
都
両
郡
の
山
間
地
の
極
く
一
部
で
あ
る
が
、
残
存
の
状
況

か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
ぉ
し
な
べ
て
同
じ
状
況
と
い
う
の
で
は
な

・
▼

〔
地
域
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
動
詞
に
相
違
が
み
ら
れ
、
二
段
形
二
段

形
の
専
用
・
併
用
、
同
じ
．
く
併
用
に
し
て
も
併
用
の
度
合
い
の
相
違
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
残
存
の
毘
合
い
か
ら
い
え
ば
、
文
化
的
に
開
け
た
海
岸
寄

り
、
鉄
道
株
寄
り
の
地
域
ほ
ど
一
段
化
が
進
み
、
山
間
僻
地
に
な
る
ほ
ど
二
段

形
が
多
く
残
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
一
般
的
に
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。

ど
ん
な
動
詞
が
残
存
し
．
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
二
段
動
詞

が
多
く
残
存
し
て
い
る
地
域
に
あ
っ
て
は
、
特
別
の
も
の
1
を
除
い
た
殆
ど
の
動

詞
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、

起
く
る
、
、
過
ぐ
る
、
尋
ね
午
植
う
る
、
兼
ね
る
、
寄
す
る
、
乱
る
る
、

．
告
ぐ
る
、
立
つ
る
、

tosho-seibi-repo
長方形




